
JANUS CCS News
日本エヌ・ユー・エス株式会社（略称 JANUS）は、温暖化対策

技 術 の 一 つであ る 二 酸 化 炭 素 回 収・貯 留（Carbon dioxide 
Capture and Storage, CCS）に関して、10 年以上にわたり海外動
向調査、国内法規制検討業務、国内 CCS フィージビリティ調査、
海洋隔離関連調査、社会受容性に関する研究等、様々な業務を実
施してきました。また、国際的な CCS 研究機関である Global 
CCS Institute （GCCSI）のメンバーである他、IEA、IEA-GHG 等
が主催する国際会議にも数多く参加し、国内外を問わず広い CCS
関連ネットワークを持っています。

CCS は、米国で 1970 年代から実施されている CO2-EOR 事業
に始まり、1996 年に開始したノルウェー Sleipner プロジェクト等
を経て、2014 年には発電所を排出源とした世界初の大規模プロ
ジェクトである Boundary Dam（カナダ）が始動、そして国内では今
年から苫小牧 CCS 大規模実証試験の圧入が始まりました。このよ
うに着実に進む技術の実証と並行して、関連政策や投資といった

CCS 実施のための環境も世界的に整いつつあり、さらにパリ協定
の発効を目前に今後 CCSを取り巻く国内外の情勢が大きく変化す
ることが予想されます。

そのような中、JANUS は、CCS に関する適切な情報を分かりや
すく関係者に届けることを目的に、世界中に氾濫する関連ニュース
の中から厳選して JANUS CCS News として HP上で発信してい
ます。

日本エヌ・ユー・エス株式会社

ビッグデータ/IoTが紡ぐ世界
昨今、ビッグデータ /IoT（Internet of Things）という言葉が賑わ

いを見せています。これらはモノがセンサーを介し、インター
ネットにつながり、そのデータを利活用して、より良い社会を構
築するという概念です。この変化が我々の社会にもたらす潜在的
効 果 は 絶 大 で あ
り、センサー・イ
ンターネットを介
して得られる様々
なデータに、デー
タ解析技術を適用
することで、日々
新たな事業が誕生
しています。

日 揮 で は B2B
ビジネスにおける

あらゆる分野のビッグデータ /IoT 事業を推進していますが、中
でも、既存事業の最重要顧客であるプラント業界には、自社開発
ツールを活用した「異常予兆探索」、「余寿命予測」、「生産性改善」
などの顧客のデータ解析サービスを展開しています。「異常予兆
探索」では、従来突発的に起きていると考えていた事象の予兆探
索を行っています。「余寿命予測」では、触媒や配管腐食の寿命を
予測することで、在庫の購入タイミングへとつなげます。「生産
性改善」では、LNG 生産プラントの空気の流れや温度を調節する
ことにより、生産量の向上を見せています。

データの利活用が産業の発展に欠かせないツールとなる社会
において、エンジニアリング会社がリードして社会を変えていく
べく、高度な生産
性を達成する次
世代プラントを
目指したデータ
の利活用を推進
していきます。

日揮株式会社

日揮のビッグデータソリューション事業コンセプト LNG生産プラントにおける空気の流れ

トータル・サブシー・ソリューション
東洋エンジニアリング㈱（TOYO）は、2015年米国ベーカー・ヒューズ社

およびノルウェーのアーカー・ソリューションズ社と海底石油・ガス開発
に関する協業を開始しました。ベーカーによる地下開発計画、アーカー
による海底生産設備、TOYOによる全体計画および地上設備計画と、
各社の得意分野と固有技術やノウハウを融合し、海底資源開発から地
上処理まで一貫したサービスを提供します。

海底設備は、長期間にわたり過酷な条件下での運転となるため、高
い信頼性が最重要課題です。そのためTOYOは、高品質な製品と技術
を保有する日本製の素材や機器を本サービスに適用する「Made-in-
Japan」を基本戦略に掲げ、トラブル最小化と運転コスト削減につなげ
る取組みを行っております。

海底資源エネルギー利用は採掘・回収技術の発展に伴い、世界的
に重要性が増してきております。「地下と地上のインテグレーション」に
強みを持つTOYOは、世界のエネルギー環境を大きく改善し、産業発展
に寄与する海底資源開発を推進していきます。

東洋エンジニアリング株式会社
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